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②学校と地域
の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

核家族化やひとり親家庭の増
加、高齢化等により、学校支援
ボランティアの確保が難しい状
況にあるため、子どもたちが地
域住民とともに勉強やスポー
ツ・文化活動、交流活動をする
機会が減少している。

学校支援ボランティアの活動など
の学校と地域の連携が円滑に進
められるよう、市内11校（継続2
校、新規9校）に学校地域応援団
（地域学校協働本部）を設置し
た。

学校と地域の連携が円滑に進められるよ
う、市内18校（継続11校、新規7校）に学
校地域応援団（地域学校協働本部）を設
置したうえで、学校支援ボランティアを確
保し、学校に対する多様な協力活動を活
性化する。

学校支援ボランティアを確
保することで、子どもたちが
地域住民と交流する機会が
増え、多様な体験活動を経
験する。

学校地域応援団を設
置した学校の学校支
援ボランティア数（一
校一人以上の増加を
目指す）

1,084 人 1,100
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③学校と家庭
の課題

放課後等にお
ける多様な体

験活動

学校以外の場で、体験活動や
地域を知る活動など多様な体
験活動を行う機会が減少して
いる。

放課後子ども教室を週１回程度
実施し、地域資源（もの・歴史・お
年寄りの経験等）を活用した多様
な体験活動を実施している。

放課後子ども教室を週1回程度実施し、
地域資源を活用した多様な体験活動を実
施する。
また、各放課後子ども教室において交流
研修会を開催し、体験活動についてのノ
ウハウを共有することで、活動の充実を
図る。

地域に愛着を持つ子どもが
増え、地域のつながりが強
化される。

地域に興味を持った
子どもの割合（参加
児童に対するアン
ケート）

71 % 80 
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